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平成26年

ふれあい祭
6月7日土 8日日
午前9：30～午後5：00

と　き 武生中央公園一円ところ 共催 ＪＡ越前たけふ
　　 (株)コープ武生

協賛 福井県民生協
協同組合ハニー

7 8 開催

7 8
「越前しきぶ姫」

ところ：越前市文化センター

■１回目 午前9：30～
■２回目 午後1：30～

JA年金受給感謝大会

観覧無料

烈車戦隊
トッキュウジャー
ショー

■１回目 午前11：00～
■２回目 午後  3：30～

■午前9：30～午後1：25

■午後2：50～

伍代夏子
歌謡ショー
伍代夏子
歌謡ショー

50周年特別企画
ビンゴ大会開催!!

お楽しみ賞品が
もりだくさん!!

石原詢子ショー石原詢子ショー

遊具運行時間：午前10
：00～午後4：00

観覧無料

©やなせたかし／フレーベル館・TMS・NTV

それいけ！
アンパンマン ｼｮｰ

■１回目 午後1：25～
■２回目 午後3：35～
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50周年記念
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組合長のご紹介平成26年度 農家
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区
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区
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区
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区
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ツ
屋
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放
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山
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町
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林
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手
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尾
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入
谷
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居
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桧
尾
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余
川
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池
泉
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上
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下
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萱
谷
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上
大
坪
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味
真
野
町

小
山

吉
村

五
分
市
町

若
宮

上
真
柄
町

徳
間

口
宮
谷

奥
宮
谷

都
辺
町
・
上
杉
本
町

二
階
堂
町

千
合
谷
町

菖
蒲
谷
町

堀
町

土
山
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安
戸
町

米
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丸
岡
町

沓
掛

勝
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養
寺
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町

牧
町

若
須
町

中
野
町

萩
原
町

鴉
ヶ
平

東
大
道

西
大
道

東
谷

清
水

脇
本

嶋上
平
吹

鋳
物
師

下
牧
谷

上
牧
谷

上
野

堂
宮

金
粕

中
小
屋

阿
久
和

鯖
波

奥
野
々

上
別
所

関
ケ
鼻

北
府

山
王

日
吉

天
王

稲
荷

八
幡
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乙
女

燧社
谷

久
喜

長
沢

馬
上
免

古
木

上
温
谷

小
倉
谷

瀬
戸

杉
谷

杣
木
俣

今
庄
下

今
庄
中

今
庄
上

南
今
庄

下
新
道

上
新
道

大
桐

二
ツ
屋

合
波
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孫
谷
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井

八
飯

宇
津
尾
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広
野

大
谷
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良

河
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具
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・
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河
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男

熊

谷

正
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修

治
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岡
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治
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田
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梅
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彰

谷
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治
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田
村
　

幸
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佐

治
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三
田
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郎

辻

川
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忠
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幸

佐
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康
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弥

彦

福

岡

一

弘
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村
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谷
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英

樹
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昌

広

土

本

英

雄

増

田

義

治

三
田
村 

義 

昭

高

坂

政

和

佐
々
木 

一 

則

紙 

屋 

仲
右
エ
門

梅

田

正

治

玉

村

嘉

男

大

塚

清

海

山

口

政

幸

恒

本

明

勇

水

上

芳

和

小

林
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男

丸

田

数

男

山

口

和

男

東　
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夫

宇
都
宮 

末 

巳

小

原

治

彦

鈴

木

秀

明

前　

一

志

山

口

光

男

寺

尾

忠

保

大

平　

正

稲
　

菊
　

貞
　

一

生
　

田
　

正
　

一

稲

葉

茂

昭

嶋

田

欣

吾

中

井

幸

治

中

井

清

春

夏

梅

敏

明

谷

口

文

章

滝

見

俊

行

嶋

田

哲

男

山

口

正

秀

川

崎　

拓

南

部

紀

男

川

﨑

藤

次

山

寺

幸

雄

高

木

伸

嘉

今
　

村
　

晃
　

一

坂

川

一

彦

近

藤

英

慈

杉

本

貞

美

宮

地

勝

春

清

水

一

人

山 

﨑 

清
右
エ
門

嶋

田

良

弘

岩

﨑

和

雄

植

村

功

吉

勝

見

義

則

佐

藤

秀

雄

山

口

豊

彦

澤

﨑

信

宏

澤

﨑

輝

男

堀

井

武

司

落

井

俊

一

松 

浦 

三
樹
雄

山

口

重

滋

山

本　

茂

山

口

文

男

城

野

庄

一

澤

田

政

男

野

村

裕

二

朝

倉

正

博

喜 

村 

喜
代
治

西

川

修

司

石

山

正

明

臼

谷

正

人

伊

藤

政

美

藤

川

一

治

安

藤

誠

一
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森

﨑
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男

川

端

利

之
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山
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赤
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﨑
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澤
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澤
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﨑
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衛

治

森
　

下
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一

橋
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一
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悟
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濵

野

好

己

大
　

倉
　

利
喜
夫

大

下　

彰

道

場

三

郎

されました。1年間よろしくお願い致します。各町内ごとに219名の農家組合長さんが選任
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組合長のご紹介平成26年度 農家
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古
木

上
温
谷

小
倉
谷

瀬
戸

杉
谷

杣
木
俣

今
庄
下

今
庄
中

今
庄
上

南
今
庄

下
新
道

上
新
道

大
桐

二
ツ
屋

合
波

大
門

孫
谷

荒
井

八
飯

宇
津
尾

橋
立

広
野

大
谷

大
良

河
内

具
谷

赤
萩

河
野

今
泉

甲
楽
城

糠八
田
・
杉
山

稲

葉

清

志

松

村

民

夫

片

山　

登

扇

谷

宏

之

辻

本

弥

朔

高

橋

明

彦

大

橋

広

明

薮
　
　
　

英
　

一

田

中　

武

杉

原　

寿

山

本

政

広

佐
木
崎
弥
右
エ
門

奥

山

明

夫

松

本

幸

雄

西

野

正

幸

西

出

正

一

垣

内

弘

明

庭

本

良

一

畠

中

崇

宏

前

川

清

貴

南 

山 

金
七
郎

山

内

政

和

河

野

一

弘

谷

口

一

男

熊

谷

正

輝

永

宮

利

一

近

藤

政

徳

増

田

修

治

竹

内

泰

一

藤

岡

文

男

水

野

金

治

中

西

眞

三

三
田
村 

則 

男

宮

本

敏

之

堀

井

敬

三

松

原

一

男

吉
　

田
　

雄
　

一

宇 

野 

啓
治
郎

堂
　

下
　

浩
　

一

片

岡

健

三

井

上

哲

夫

岩

尾

敏

秀

北

畑

藤

助

吉

田

利

夫

田

邊

達

郎

上

木　

巧

上
　

木
　

荘
一
郎

田

中

利

博

永

坂

敏

実

竹

本　

進

伊

藤

和

夫

田

中

丈

造

田 

中 

嘉
津
彦

松

山

松

夫

奥

山

博

信

大

西　

貴

長
谷
川
　
　
　

進

北

川

喜

教

西

野

博

雄

前

澤

曠

士

大
久
保 

郁 

男

前

澤　

忍

谷

橋

善

規

下

出

敏

裕

中

西

善

信

川

端

吉

秋

向

井

勝

義

内

山

浩

信

大 

橋 

広
之
進

山
　

本
　

順
一
郎

長
谷
川 

長
治
郎

藤

井

偉

史

小

泉

義

孝

榎　

泰

章

高

橋

一

吉

出

口

泰

之

笠

島

秀

信

高

山

勝

則

梅

田　

彰

谷

口　

勉

水 

上 

千
代
治

三
田
村
　

幸
　

一

佐

治

卯

門

三
田
村 

一 

郎

辻

川

吉

一

小

柳

忠

敬

前

田

一

幸

佐
々
木 

辰 

徳

関

本

康

行

牧

田　

進

福

岡

弥

彦

福

岡

一

弘

玉

村

勝

弘

夏

目

正

樹

森

陰

政

一

尾

形

茂

盛

佐
　

野
　

憲
　

一

宮

下

孝

典

上

坂

俊

彰

増

永

治

男

川

﨑

祐

治

杉

本

輝

彦

笠

島

龍

夫

石

本

孝

信

大

塚

秀

樹

河

端

義

三

飯

塚

文

夫

山

本

重

克

竹

内

道

宏

武

内

武

志

塚

﨑

康

雄

岸 

梅 

與
志
弘

孝

治

太

士

萩

原

茂

彦

山

本

善

治

渋

谷

雅

善

橋

詰

實

雄

石

塚

巧

一

谷

口

英

樹

林　

昌

広

土

本

英

雄

増

田

義

治

三
田
村 
義 

昭

高

坂

政

和

佐
々
木 

一 
則

紙 

屋 

仲
右
エ
門

梅

田

正

治

玉

村

嘉

男

大

塚

清

海

山

口

政

幸

恒

本

明

勇

水

上

芳

和

小

林

一

男

丸

田

数

男

山

口

和

男

東　

一

夫

宇
都
宮 

末 

巳

小

原

治

彦

鈴

木

秀

明

前　

一

志

山

口

光

男

寺

尾

忠

保

大

平　

正

稲
　

菊
　

貞
　

一

生
　

田
　

正
　

一

稲

葉

茂

昭

嶋

田

欣

吾

中

井

幸

治

中

井

清

春

夏

梅

敏

明

谷

口

文

章

滝

見

俊

行

嶋

田

哲

男

山

口

正

秀

川

崎　

拓

南

部

紀

男

川

﨑

藤

次

山

寺

幸

雄

高

木

伸

嘉

今
　

村
　

晃
　

一

坂

川

一

彦

近

藤

英

慈

杉

本

貞

美

宮

地

勝

春

清

水

一

人

山 

﨑 

清
右
エ
門

嶋

田

良

弘

岩

﨑

和

雄

植

村

功

吉

勝

見

義

則

佐

藤

秀

雄

山

口

豊

彦

澤

﨑

信

宏

澤

﨑

輝

男

堀

井

武

司

落

井

俊

一

松 

浦 

三
樹
雄

山

口

重

滋

山

本　

茂

山

口

文

男

城

野

庄

一

澤

田

政

男

野

村

裕

二

朝

倉

正

博

喜 

村 

喜
代
治

西

川

修

司

石

山

正

明

臼

谷

正

人

伊

藤

政

美

藤

川

一

治

安

藤

誠

一

辻　

　

淳

森

﨑

輝

男

川

端

利

之

中

山

敏

幸

赤

田　

稔

沢

﨑

俊

之

田

嶋

秀

夫

阿
津
川 

昭 

文

艸

分

英

治

坂

口

元

治

川

崎

敏

明

土

田

秀

樹

赤

澤

敏

宏

小

林

文

夫

赤

澤

健

一

坊

田

哲

雄

堂

圀

道

子

野

﨑

武

春

向

山　

貢

中

野　

進

寺

前

衛

治

森
　

下
　

禎
　

一

橋
　

爪
　

健
　

一

小

亀

悟

美

濵

野

好

己

大
　

倉
　

利
喜
夫

大

下　

彰

道

場

三

郎

されました。1年間よろしくお願い致します。各町内ごとに219名の農家組合長さんが選任
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クウシンサイ原産地：中国
［葉茎菜類・ヒルガオ科］　

中国原産といわれ、中華、タイ、ベトナム料理などではもうおなじみの野菜です。
炒め物のほか、サラダでも食べられます。ホウレンソウと比べてカルシウムは４倍、ビ
タミンはＡが５倍、Ｂが1.8倍、Ｃが２倍と栄養価たっぷり。家庭菜園ではわき芽を少しず
つ収穫すれば、数株で１家４人が十分楽しめます。
クウシンサイは高温多湿の気候が大好き。水はけの悪い畑でも栽培可能で、病気に
も強いのが利点です。初心者でも無農薬で作れます。逆に乾燥には弱く、乾きすぎる
と生育が悪くなるので、水管理には注意しましょう。
また、種まきが遅れると寒さにあたり、黒くなって枯死してしまいます。種まきの時
期にも注意が必要です。

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月
●
□
種まき
収穫

栽培のポイント

栽培カレンダー

今月は

❶畑の準備・種まき

❸収穫・追肥

「やさしい家庭菜園」

定番野菜から話題の健康野菜ま
でを網羅！ 豊富な写真で栽培の
ポイントをやさしく解説！

藤田智・加藤義松 著　家の光協会

家の光協会発行図書「やさしい家庭菜園」（著：藤田智・加藤義松）より

❷間引き

日当たり、水はけのよい場所を選び
ます。苦土石灰200g／㎡をまいた後、
堆肥、化成肥料を施し、深さ20cmまで
掘って耕します。まわりから土を盛り上
げて畝立てをします。
種は点まきにします。まき終わった

ら、ふるいで土を薄くかけ、上から手で
押して、土と種を密着させます。蓮口の
付いたじょうろで水を十分に与えます。

本葉４～５枚になったら、間引きを
して１か所１本にします。芽が出ない
場合を考えて、あらかじめポットなど
に種まきをして、予備の苗をつくって
おき、植えつけることもできます。乾
燥が続く場合は水を与え、保湿に努め
ます。

草丈が20cmくらいになったら、摘
芯の要領で、先端部分を折り取り、わ
き芽を伸ばします。このわき芽を随時
収穫します。
摘芯時から２週間に１回のペース

で、化成肥料1/2握りを株元から少し
離して施します。収穫は10月ごろま
でです。

①種はそのままでは発芽しにくいの
で、種まきの前日、一晩コップの水につ
ける

わき芽はまだやわらかいうちに収穫。
枝先から15cm～20cmを折り取る

②種は１か所に３粒ずつ。株間は
20cm程度。水やりはたっぷりと

①４週間めの苗。間引きは焦らず、も
う少し大きくなって、本葉が４～５枚
になってから間引く

草丈が20cmくらいになったら、先端
を折り取って、わき芽の生長を促す

②間引くときは、残す苗の根が傷まな
いよう、ていねいに抜く

栽培方法

堆肥1.5kg／㎡、化成肥料40g／㎡
をよく混ぜる

わき芽が
伸びる 折り取る

使用済農業用生産資材の回収について
★回収場所★
　①越前市（国高・北新庄・北日野・味真野・王子保地区以外）の方

　　　→　㈱コープ武生農機センター奥駐車場 

　②越前市（国高・北新庄・北日野・味真野地区）の方

　　　→　JA越前たけふ基幹東部支店西側駐車場

　③南条・今庄・河野・王子保地区の方 

　　　→　南条カントリーエレベーター前

★回収日時★
　平成26年6月15日(日)
　午前8時30分～午前11時（時間厳守）
記入、押印済の委任状・口座振替承諾書を必ず持
参して下さい。（様式は各支店に用意してあります）

★料金★
　プラスチック系　47円／kg（税込）
　金属、ガラス系　34円／kg（税込）

◆当日は、記名、押印済の委任状・口座振替承諾書を必ず持参してください。

◆回収時間を過ぎてからの受取は行っておりませんので、回収時間内（午前 8時 30分～午前 11時）
　の搬入をお願い致します。

【適正な梱包の一例】

【不適切な梱包の一例】このような梱包で搬入された場合、受取をお断りすることがあります。

丸めていないアゼシート 泥がついたままのマルチ 梱包が雑なハウスビニール 洗浄されていない農薬の空容器

次の場合は、受取を致しませんのでご注意下さい。

■詳しいお問い合わせは、お近くのＪＡ各支店まで

注意
◆梱包の仕方が適正でないもの（上記参照）
◆指定日以外に搬入されたもの
◆生活ゴミや、農業資材以外の廃棄物が含まれているもの
◆（株）コープ武生、 ＪＡ越前たけふ以外で購入されたもの

※期限切れ農薬については、当日受取ができません。 
　農薬処分は有償となりますので、後日配送センターへお問い合わせください。

基幹中央支店
西 部 支 店
基幹東部支店

２１－２６０７
２８－７７７７
２５－７７７７

北 日 野 支 店
味 真 野 支 店
基幹南条支店

２２－３３５５
２７－１２００
４７－７７７７

王 子 保 支 店
今 庄 支 店
配送センター

２２－０９００
４５－７７７７
２１－２５１３

★ 委任状、貯金口座振替依頼書は各支店窓口に用意してあります ★
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①
三
月
・
四
月
主
要
業
務
報
告
に
つ
い

て
②
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
体
制
整
備
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
に
つ
い
て

・
内
部
管
理
態
勢
に
係
る
指
導
要
綱
及

び
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
に
基
づ
く

体
制
整
備
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
内
容
に

つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

③
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
「
経
営
状
況
に
関
す
る

事
項
の
報
告
」
に
つ
い
て

・
要
改
善
Ｊ
Ａ
要
綱
及
び
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク

基
本
方
針
に
基
づ
く
経
営
管
理
資
料

作
成
内
容
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

④
自
由
金
利
型
貯
金
の
金
利
及
び
余
裕

金
の
運
用
状
況
に
つ
い
て

⑤
貸
出
金
金
利
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

・
農
業
近
代
化
資
金
が
０
・
一
％
引
き

上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
伴
う
地
域
農
業

資
金
金
利
の
一
部
変
更
に
つ
い
て
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

⑥
全
般
統
制
評
価
に
つ
い
て

・
内
部
牽
制
及
び
役
員
の
内
部
統
制
業

務
が
正
確
に
行
わ
れ
て
い
る
か
等
の

評
価
結
果
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

⑦
内
部
監
査
の
品
質
評
価（
外
部
評
価
）

結
果
に
つ
い
て

・
十
二
月
末
を
評
価
基
準
に
二
十
七
の

評
価
項
目
に
つ
い
て
内
部
評
価
を
実

施
し
、
そ
の
内
部
評
価
結
果
に
基
づ

く
全
国
監
査
機
構
の
外
部
評
価
に
つ

い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

⑧
大
麦
の
生
育
状
況
と
防
除
に
つ
い
て

・
大
麦
の
生
育
状
況
及
び
赤
か
び
病
の

適
期
防
除
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

⑨
農
政
連
南
条
支
部 

役
員
選
任
に
つ
い

て
・
三
月
二
十
八
日
開
催
の
農
政
連
南
条

支
部
総
会
に
お
い
て
選
任
さ
れ
ま
し

た
平
成
二
十
六
年
度
農
政
連
南
条
支

部
役
員
に
つ
い
て
次
の
通
り
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

支 

部 

長
　

北
野
　

弦
雄
　

白
山
分
会
長

副
支
部
長
　

大
河
内
　

肇
　

今
庄
分
会
長

副
支
部
長
　

大
塚
与
四
郎
　

北
日
野
分
会
長

①
三
月
末
残
高
試
算
表
の
承
認
並
び
に

仮
決
算
結
果
に
つ
い
て

・
三
月
末
仮
決
算
の
詳
細
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

②
平
成
二
十
六
年
度
理
事
の
報
酬
に
つ
い

て
・
理
事
の
報
酬
に
つ
い
て
昨
年
と
同
額

と
す
る
こ
と
で
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

③
平
成
二
十
五
年
度
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ

ャ
ー
誌
に
つ
い
て

・
平
成
二
十
五
年
度
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ

ャ
ー
誌
の
内
容
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
各
事
業
所

に
配
備
致
し
ま
す
。

④
信
用
事
業
方
法
書
の
一
部
変
更
に
つ
い

て
・
社
団
法
人
ジ
ェ
イ
エ
イ
バ
ン
ク
支
援

協
会
が
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日

か
ら
一
般
社
団
法
人
に
移
行
し
た
こ

平成26年4月23日
開会…12時30分
閉会…15時5分
出席理事…22名
出席監事…5名

第53回

そ
の
他

報
告
事
項

附
議
事
項

と
に
伴
う
信
用
事
業
方
法
書
の
一
部

変
更
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

⑤
理
事
と
組
合
と
の
契
約
に
つ
い
て

・
農
産
物
検
査
業
務
を
実
施
す
る
う
え

で
、
理
事
三
名
と
組
合
と
の
間
で
農

産
物
検
査
員
労
働
契
約
を
締
結
す
る

こ
と
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

⑥
固
定
資
産
の
取
得
及
び
処
分
交
渉
に

つ
い
て

・
旧
み
ど
り
館
の
改
修
工
事
他
二
案
件

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

①
人
事
異
動
に
つ
い
て

②
兼
職
承
認
に
つ
い
て

③
五
月
行
事
予
定
に
つ
い
て

④
ク
ー
ル
ビ
ズ
実
施
に
つ
い
て

・
環
境
問
題
へ
の
具
体
的
な
取
組
み
と

し
て
、
五
月
十
二
日（
月
）か
ら
十
月

三
十
一
日（
金
）ま
で
の
期
間
、
ク
ー

ル
ビ
ズ
を
実
施
し
ま
す
。

休日当番医 平成26年5月19日現在
※都合により変更が生じる場合があります。

JA越前たけふのうごき
6月

林 病 院

中 村 病 院

今 立 中 央 病 院

林 病 院

池 端 病 院

・

・

・

・

・

しみず クリニック

奥 村 眼 科 医 院

岩堀メディカルオフィス

東武内科外科クリニック

藤 井 医 院

1日

8日

15日

22日

29日

事業実績（4月末現在） 単位：百万円

組合員 10,445人（正5,349人・准5,096人）
組合員戸数 9,880戸

貯 金

貸 出 金

共済保有高

出 資 金

販売品販売高

97,472

33,892

518,561

2,803

551
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①
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Ａ
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ＪＡ年金日帰り旅行
～黒田官兵衛が生きた時代の福井ゆかりの戦国武将を訪ねて～
廃藩後も福井藩の誇りを持ち続けた春嶽・茂昭・康荘　三代を巡りながら

しゅんがく もち   あき やす   たか

当
Ｊ
Ａ
恒
例
の
年
金
日
帰
り
旅
行
を
、

今
年
も
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
旅
行
は

当
Ｊ
Ａ
で
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
を

対
象
に
し
た
も
の
で
、
百
三
十
一
名
が
参
加

さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
三
つ
の
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
、
四
月
十
六
日
か
ら
十
八
日
に

か
け
て
、
か
つ
て
の
福
井
藩
に
ま
つ
わ
る
武

将
ゆ
か
り
の
史
跡
を
巡
り
ま
し
た
。
参
加

者
の
皆
さ
ん
は
、
福
井
藩
祖
の
結
城
秀
康

や
筆
頭
家
老
の
本
多
富
正
ら
が
一
つ
の
時
代

を
生
き
た
痕
跡
が
越
前
市
内
の
あ
ち
こ
ち
に

息
づ
い
て
い
る
こ
と
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。

藤垣神社

本多富正を祭神とする神社で、神社内では明治３

年の武生騒動（富正子孫、本多副元昇格運動）で亡

くなった３義士と、福井松平１６～１８代３世代の寄

進物を拝観しました。

特別ご開帳の龍泉寺東照宮です。向かって

左から、結城秀康、徳川家康、徳川秀忠の坐

像（市指定文化財）です。

結城秀康の四男で、富正の養子となった吉

松丸を弔うために富正が建立した墓所です。

県議会議事堂を見

学し、福井県の成り立

ちや県庁の組織、北

陸新幹線開通の取り

組み、県議会の仕組

みなどについて説明し

ていただきました。

「福の井」と呼ばれる井戸で、「福

井」という地名の語源ではないかと

言われています。

越前松平家第１８代当主の松平康荘は、イギリスのサイレンセ

スター王立農学校に留学し、１８９３年に福井城跡地に松平試農

場を創設して、福井の農業振興に大きな影響を与えました。その

志は、県立坂井高等学校に受け継がれています。坂井北部丘陵地

の坂井高校「山室農場」と「校舎」を車窓から観覧しました。

山門は、本多家の居城だった府中城の城門を移

築したものです。本多家の立ち葵の紋と笏谷石瓦

を拝観しました。

龍
泉
寺
に
は
、
富
正
以
下
歴

代
の
当
主
と
そ
の
親
族
の
墓
が

立
ち
並
ん
で
い
ま
す
。

特別ご開帳の存雄上人の木造を拝観いたし

ました。存雄上人に深く帰依していた本多富

正は慶長８年（１６０３）、上人のために浄土

宗の大宝寺を創建しました。

お米はＪＡ越前たけふの「特選

越前しきぶ姫」です。

秀康が北関東の名門・結城
清朝に養子に出された際
に縁組の世話をしたのが
黒田官兵衛です。

すけもと

特
別
拝
観
の

県
指
定
有
形
文
化
財

「
野
郎
歌
舞
伎
図
屏
風
」

特別拝観の
結城秀康像掛軸

大宝寺

昼食
（あわら温泉
のホテル）

龍泉寺

正覚寺

１８９１年、
２４歳の康
荘（イギリス
の農学校に
再留学）

１８８２年、
１７歳の康
荘（ドイツへ
陸軍修行に
旅立つ）

県庁・
福井城跡地
県庁・

福井城跡地
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ＪＡ越前たけふ

トピックス
ＪＡ越前たけふ

トピックス

五
月
八
日
、
サ
ン
ド
ー
ム
福
井
で
日

本
晴
・
特
別
栽
培
米
研
修
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。最
初
に
冨
田
組
合
長
よ
り「
農

業
・
農
協
が
か
つ
て
な
い
ほ
ど
の
大
転
換

期
を
迎
え
て
い
る
中
、
特
別
栽
培
米
を

は
じ
め
と
し
た
米
の
直
接
販
売
と
複
数

年
契
約
に
よ
り
、
農
家
所
得
を
安
定
さ

せ
る
こ
と
で
地
域
農
業
の
振
興
を
図
っ
て

い
き
た
い
」
と
挨
拶
が
あ
り
、
第
一
部
で

は
県
・
Ｊ
Ａ
の
担
当
者
よ
り
、
特
栽
米
の

ポ
イ
ン
ト
、
団
体
申
請
の
手
続
き
な
ど
に

つ
い
て
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

又
、
第
二
部
で
は
中
西
専
務
よ
り
「
Ｔ

Ｐ
Ｐ
交
渉
、
減
反
見
直
し
に
先
駆
け
、

多
様
な
用
途
が
見
込
ま
れ
る
日
本
晴
の

生
産
販
売
を
強
化
す
る
日
本
晴
復
活
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
、
激
化
す
る
産
地

間
競
争
で
の
生
き
残
り
を
目
指
す
」
と
の

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
日
本

晴
栽
培
期
間
中
の
注
意
点
な
ど
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
、
出
席
者
か
ら
は
質
問
が

多
く
出
て
い
ま
し
た
。

日
本
晴・特
別
栽
培
米
研
修
会

五
月
十
一
日
、
越
前
た
け
ふ
農

協
会
館
駐
車
場
で
親
子
食
農
体

験
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。
参

加
し
た
親
子
は
晴
天
の
下
、
メ

ロ
ン
と
ナ
ス
の
苗
の
植
え
付
け
を

行
い
ま
し
た
。
子
供
た
ち
は
水
や

肥
料
の
や
り
方
な
ど
、
育
て
る

上
で
の
ポ
イ
ン
ト
を
教
わ
り
な
が

ら
、
苗
が
元
気
に
育
つ
よ
う
に

心
を
こ
め
て
植
え
て
い
ま
し
た
。

家
庭
菜
園
に
挑
戦

ほほえみ
通信

ほほえみ
通信

春
の
野
菜
を
使
っ
て四

月
十
六
日
、
営
農
セ
ン
タ
ー
で
食

の
寺
子
屋
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
笛
吹

景
子
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、「
春
キ
ャ

ベ
ツ
の
メ
ン
チ
カ
ツ
」「
新
玉
葱
の
て

ん
ぷ
ら
」「
い
ろ
い
ろ
野
菜
の
ピ
ク
ル

ス
」
な
ど
六
品
を
作
り
ま
し
た
。
て
ん

ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、
具
材
を
一
つ

ず
つ
衣
に
つ
け
て
か
ら
揚
げ
る
と
上
手

に
揚
げ
ら
れ
る
な
ど
、
ポ
イ
ン
ト
を
教

わ
り
な
が
ら
調
理
し
て
い
ま
し
た
。ＲＥＣＩＰＥ

１． 耐熱器にＡを入れてラップをし、１分３０秒かけた後
に粗熱を取り、軽く水気をしぼる。（水分にうまみが
あるので、強くしぼらない）

２．ボウルに肉・塩・卵・１を加え、全体がなじむまで
よく混ぜ６等分し、ボウルにたっぷりのパン粉を用意
し、しっかりとパン粉をつけて揚げるとふくらむ。や
や薄く中央をくぼませ、クッキングシートにのせ、
170℃の油でカラリと揚げる。

　  ※揚げ足りない時は、レンジで 10秒かける。
３． 揚がった春キャベツのメンチカツの上にＢをかける。

食の寺子屋の料理をご紹介

春キャベツのメンチカツ

■作り方

ミニトマト
（お好みで盛り付けに） …12個
　　 大根おろし…5cm分
　　 ゆずポン酢…適量
クッキングシートを使う…5×5cm

　　 春キャベツの粗みじん…150ｇ
　　 玉葱の粗みじん…1/4個分
合いびき肉・塩（小1/2）…100ｇ
卵…1個
生パン粉 …適量
塩・こしょう…適量

■材料（６人前）

A

B

四
月
九
日
、
南
条
カ
ン
ト
リ
ー

で
南
条
地
区
営
農
講
座
が
開
か
れ
、

そ
の
一
環
と
し
て
シ
イ
タ
ケ
の
菌
打

ち
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
最
初
に
講
師

の
山
口
務
さ
ん
が
、
菌
類
に
つ
い
て

の
知
識
、
シ
イ
タ
ケ
の
菌
糸
の
扱
い

方
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
十
二
人
の
参
加
者
が
、
シ
イ
タ

ケ
の
菌
糸
を
、
穴
を
あ
け
た
原
木
に

打
ち
込
む
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

シ
イ
タ
ケ
の
菌
打
ち

五
月
一
日
、
育
苗
施
設
巡
回
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
Ｊ
Ａ
越
前

た
け
ふ
管
内
の
九
カ
所
の
育
苗
ハ
ウ
ス

を
視
察
し
、
苗
丈
や
根
張
り
具
合
、

ハ
ウ
ス
内
温
度
な
ど
の
確
認
を
行
い
ま

し
た
。
参
加
者
は
「
自
然
の
も
の
は

扱
い
が
難
し
い
」「
毎
年
同
じ
よ
う
な

こ
と
を
や
っ
て
も
同
じ
結
果
に
は
な

ら
な
い
」
と
、
育
苗
の
難
し
さ
を
し

み
じ
み
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。

育
苗
施
設
巡
回

五
月
十
三
日
（
火
）
に

役
職
員
四
名
で
Ｊ
Ａ
越
前

た
け
ふ
の
Ｐ
Ｂ
肥
料
の
製

造
を
依
頼
し
て
い
る
、
三

重
県
四
日
市
市
の
工
場
を

視
察
い
た
し
ま
し
た
。
更
な

る
品
質
の
向
上
と
、
新
し
い

Ｐ
Ｂ
肥
料
の
方
向
性
な
ど

を
肥
料
会
社
と
、
打
合
せ

を
行
い
ま
し
た
。

Ｐ
Ｂ
肥
料
製
造
の
打
合
せ
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ＪＡ越前たけふ

トピックス
ＪＡ越前たけふ

トピックス

五
月
八
日
、
サ
ン
ド
ー
ム
福
井
で
日

本
晴
・
特
別
栽
培
米
研
修
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。最
初
に
冨
田
組
合
長
よ
り「
農

業
・
農
協
が
か
つ
て
な
い
ほ
ど
の
大
転
換

期
を
迎
え
て
い
る
中
、
特
別
栽
培
米
を

は
じ
め
と
し
た
米
の
直
接
販
売
と
複
数

年
契
約
に
よ
り
、
農
家
所
得
を
安
定
さ

せ
る
こ
と
で
地
域
農
業
の
振
興
を
図
っ
て

い
き
た
い
」
と
挨
拶
が
あ
り
、
第
一
部
で

は
県
・
Ｊ
Ａ
の
担
当
者
よ
り
、
特
栽
米
の

ポ
イ
ン
ト
、
団
体
申
請
の
手
続
き
な
ど
に

つ
い
て
の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

又
、
第
二
部
で
は
中
西
専
務
よ
り
「
Ｔ

Ｐ
Ｐ
交
渉
、
減
反
見
直
し
に
先
駆
け
、

多
様
な
用
途
が
見
込
ま
れ
る
日
本
晴
の

生
産
販
売
を
強
化
す
る
日
本
晴
復
活
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
、
激
化
す
る
産
地

間
競
争
で
の
生
き
残
り
を
目
指
す
」
と
の

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
日
本

晴
栽
培
期
間
中
の
注
意
点
な
ど
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
、
出
席
者
か
ら
は
質
問
が

多
く
出
て
い
ま
し
た
。

日
本
晴・特
別
栽
培
米
研
修
会

五
月
十
一
日
、
越
前
た
け
ふ
農

協
会
館
駐
車
場
で
親
子
食
農
体

験
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。
参

加
し
た
親
子
は
晴
天
の
下
、
メ

ロ
ン
と
ナ
ス
の
苗
の
植
え
付
け
を

行
い
ま
し
た
。
子
供
た
ち
は
水
や

肥
料
の
や
り
方
な
ど
、
育
て
る

上
で
の
ポ
イ
ン
ト
を
教
わ
り
な
が

ら
、
苗
が
元
気
に
育
つ
よ
う
に

心
を
こ
め
て
植
え
て
い
ま
し
た
。

家
庭
菜
園
に
挑
戦

ほほえみ
通信

ほほえみ
通信

春
の
野
菜
を
使
っ
て四

月
十
六
日
、
営
農
セ
ン
タ
ー
で
食

の
寺
子
屋
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
笛
吹

景
子
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、「
春
キ
ャ

ベ
ツ
の
メ
ン
チ
カ
ツ
」「
新
玉
葱
の
て

ん
ぷ
ら
」「
い
ろ
い
ろ
野
菜
の
ピ
ク
ル

ス
」
な
ど
六
品
を
作
り
ま
し
た
。
て
ん

ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、
具
材
を
一
つ

ず
つ
衣
に
つ
け
て
か
ら
揚
げ
る
と
上
手

に
揚
げ
ら
れ
る
な
ど
、
ポ
イ
ン
ト
を
教

わ
り
な
が
ら
調
理
し
て
い
ま
し
た
。ＲＥＣＩＰＥ

１． 耐熱器にＡを入れてラップをし、１分３０秒かけた後
に粗熱を取り、軽く水気をしぼる。（水分にうまみが
あるので、強くしぼらない）

２．ボウルに肉・塩・卵・１を加え、全体がなじむまで
よく混ぜ６等分し、ボウルにたっぷりのパン粉を用意
し、しっかりとパン粉をつけて揚げるとふくらむ。や
や薄く中央をくぼませ、クッキングシートにのせ、
170℃の油でカラリと揚げる。

　  ※揚げ足りない時は、レンジで 10秒かける。
３． 揚がった春キャベツのメンチカツの上にＢをかける。

食の寺子屋の料理をご紹介

春キャベツのメンチカツ

■作り方

ミニトマト
（お好みで盛り付けに） …12個
　　 大根おろし…5cm分
　　 ゆずポン酢…適量
クッキングシートを使う…5×5cm

　　 春キャベツの粗みじん…150ｇ
　　 玉葱の粗みじん…1/4個分
合いびき肉・塩（小1/2）…100ｇ
卵…1個
生パン粉 …適量
塩・こしょう…適量

■材料（６人前）

A

B

四
月
九
日
、
南
条
カ
ン
ト
リ
ー

で
南
条
地
区
営
農
講
座
が
開
か
れ
、

そ
の
一
環
と
し
て
シ
イ
タ
ケ
の
菌
打

ち
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
最
初
に
講
師

の
山
口
務
さ
ん
が
、
菌
類
に
つ
い
て

の
知
識
、
シ
イ
タ
ケ
の
菌
糸
の
扱
い

方
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
十
二
人
の
参
加
者
が
、
シ
イ
タ

ケ
の
菌
糸
を
、
穴
を
あ
け
た
原
木
に

打
ち
込
む
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

シ
イ
タ
ケ
の
菌
打
ち

五
月
一
日
、
育
苗
施
設
巡
回
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
Ｊ
Ａ
越
前

た
け
ふ
管
内
の
九
カ
所
の
育
苗
ハ
ウ
ス

を
視
察
し
、
苗
丈
や
根
張
り
具
合
、

ハ
ウ
ス
内
温
度
な
ど
の
確
認
を
行
い
ま

し
た
。
参
加
者
は
「
自
然
の
も
の
は

扱
い
が
難
し
い
」「
毎
年
同
じ
よ
う
な

こ
と
を
や
っ
て
も
同
じ
結
果
に
は
な

ら
な
い
」
と
、
育
苗
の
難
し
さ
を
し

み
じ
み
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。

育
苗
施
設
巡
回

五
月
十
三
日
（
火
）
に

役
職
員
四
名
で
Ｊ
Ａ
越
前

た
け
ふ
の
Ｐ
Ｂ
肥
料
の
製

造
を
依
頼
し
て
い
る
、
三

重
県
四
日
市
市
の
工
場
を

視
察
い
た
し
ま
し
た
。
更
な

る
品
質
の
向
上
と
、
新
し
い

Ｐ
Ｂ
肥
料
の
方
向
性
な
ど

を
肥
料
会
社
と
、
打
合
せ

を
行
い
ま
し
た
。

Ｐ
Ｂ
肥
料
製
造
の
打
合
せ
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A B C D E

二
重
マ
ス
の
文
字
を
A
〜 

E
の
順
に

並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
何
で
し
ょ
う
か
？

1
9
9
3
年
に
チ
ェ
コ
と
分
離
し
た
国

そ
の
日
に
あ
っ
た
こ
と
な
ど
を
書
き
留
め
ま
す

プ
レ
ゼ
ン
ト
に
掛
け
て
結
び
ま
す

彼
の
実
力
は
未
知
○
○
だ

和
・
○
○
・
中
と
そ
ろ
っ
た
バ
イ
キ
ン
グ
料
理

ア
ジ
サ
イ
に
似
合
い
そ
う
な
生
き
物

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
の
選
手
が
狙
い
を
定
め
る
も
の

食
べ
物
が
入
っ
た
り
言
葉
が
出
た
り

日
差
し
か
ら
頭
を
守
る
た
め
に
か
ぶ
り
ま
す

ア
ン
ダ
ー
○
○
の
右
腕
投
手

家
族
だ
け
、
内
輪
だ
け
で
他
人
は
い
ま
せ
ん

■■■■■■■■■■■268915 1118 16 102021

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

ウィンブルドンで行われる大会がよく知られるスポーツ
油断も○○もない
胃のＸ線検査のために○○を飲んだ
地球○○で環境問題を考える
アプリコットともいう果実
次の駅には止まらず○○します
帆に風を受けて進みます
仏作って○○入れず
海路、空路ではなく地上を行きます
開くと花が咲きます
牛乳を発酵させて作ります
鳴門海峡には巨大なものが発生します
ちりんちりんと鳴ります ★締切日

　6月12日（木）消印有効

★抽選で10名様に
　「西瓜」をプレゼントいたします。

答
え

イ
ラ
ス
ト
や
ひ
と
こ
と
、

　
　
　

リ
ク
エ
ス
ト
、
感
想
な
ど

郵　
便　

は　
が　

き

切手

企
画
管
理
課 

行

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

　
　
　
　
　
　

電
話
番
号

越
前
た
け
ふ
農
業
協
同
組
合

9 1
5 0 8 1

1

越
前
市
本
多
二
丁
目
十
ー
二
十
二

※景品は本店での受け渡しとなります。予めご了承ください。
※収集した個人情報については、当JAで厳重に管理し、他の用途には使用しません。

牡羊座
3/21～4/19

牡牛座
4/20～5/20

双子座
5/21～6/21

蟹座
6/22～7/22

【全体運】コミュニケーション能力が
上向いています。初対面の相手とも
スムーズに話が弾みそう。旅行も刺
激がいっぱい
【健康運】小さなけがをしがち。行動は
落ち着いて
【幸運を呼ぶ食べ物】オクラ

【全体運】のんびり気分で過ごせる期
間。習い事や特技を満喫し自分の時
間を充実させて。絵画鑑賞も良い気
分転換に
【健康運】胃腸をいたわることで、体
調が上向く兆し
【幸運を呼ぶ食べ物】カワハギ

【全体運】アクティブになり何事にも
果敢にトライできる月です。どんどん新
しいことを始めて。ドライブもお勧め
【健康運】目立った問題はなく快調に
過ごせそう
【幸運を呼ぶ食べ物】赤シソ

【全体運】気分のむらが生じやすいの
が難点。それさえ気を付け、いつも笑
顔を心掛けていれば、運気は華やい
でくるはず
【健康運】考え過ぎると体調に悪影
響が。お気楽に
【幸運を呼ぶ食べ物】エダマメ

【全体運】知的好奇心が旺盛になる
ので、興味を引かれる講演を聴いた
り、本を読んだりするとグッド。好変化
が訪れます
【健康運】体を動かせば、ますます元
気モードに
【幸運を呼ぶ食べ物】アンズ

【全体運】自分のアイデアや考えにこ
だわりやすいよう。人のアドバイスに
耳を傾けた方が好結果に。開運には
花を飾って
【健康運】ストレスから過食気味。節
制が必要です
【幸運を呼ぶ食べ物】ピーマン

【全体運】前向きになれる時期です。
やりたいことに挑戦すれば、手応えを
感じられます。インターネットを始める
のも吉
【健康運】十分な休息が健康を維持
するポイントに
【幸運を呼ぶ食べ物】サクランボ

【全体運】物事を深刻に受け止めや
すいかも。ちょっとした冗談を真に受
けないように。リラックスするには足湯
が効果的
【健康運】食生活が乱れそう。食事を
抜くのはNG
【幸運を呼ぶ食べ物】ミョウガ

獅子座
7/23～8/22

乙女座
8/23～9/22

天秤座
9/23～10/23

蠍座
10/24～11/22

【全体運】いろいろなことに意識が分
散しがち。一つの作業に打ち込んで。
集中力アップには、軽いウオーキング
が有効
【健康運】同じ姿勢のキープは厳禁。
適度に動いて
【幸運を呼ぶ食べ物】車エビ

【全体運】神経質になりやすく周囲と
もめる原因に。おおらかさを前面に出
して。気分を変えるには読書が一押し
です
【健康運】プレッシャーを感じる傾向
大。深呼吸を
【幸運を呼ぶ食べ物】ジャガイモ

【全体運】楽しいことに縁あり。レジャ
ーや飲み会などに誘われたら気軽に
参加して。話題のプレイスポットにも
幸運が
【健康運】理想体形を目指す好機。
楽しくできそう
【幸運を呼ぶ食べ物】ビワ

【全体運】感情コントロールが難しい
みたい。すぐ言いたいことを口にせ
ず、一呼吸置いて。つきを呼ぶには掃
除が最適
【健康運】運動不足になりやすいの
で、ぜひ外出を
【幸運を呼ぶ食べ物】カマス

射手座
11/23～12/21

山羊座
12/22～1/19

水瓶座
1/20～2/18

魚座
2/19～3/20

４月号の解答

応募総数69通　正解数69通

先月号の答えは
「コイノボリ」
　　　　 でした。

飯田冨美子（村国）
伊吹　則子（北小山）
青木　保枝（糠）
山田　澄江（四郎丸）
坂田　富子（菖蒲谷）

田中　正則（塚原）
谷口　享子（日野）
谷口　聡子（池ノ上）
直井　一枝（余田）
藤木　伸子（奥野々）
　　　　　　（敬称略）

４月号の当選者

小林千代治（家久）

坂口由里子（文京）

1
2
3
4
5
7
10
12
13
14
17
19
20

今月の表紙モデルさんです。
高木

　塚　崎　陽　月 ちゃん（2歳）
ひ づ き

お子さん・お孫さんの写真で「かがやき」 の表紙を
飾ってみませんか？ 管内在住の組合員の方なら、どなたでもＯＫ。

季節風景や地区行事等を背景に撮影します。

お申し込み・お問い合わせは、企画管理課までお願いいたします。
Eメール：kikaku@etakefu.ja-fukui.or.jp　TEL：２１－２６００

表紙モデルを大募集!!

★ひいおじいちゃん（塚崎嘉治さん）から陽月ちゃんへ

4世代の天神様と五月人形

やんちゃで活発、

食欲旺盛な陽月ちゃん。

元気な子に育ってくださいね。
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二
重
マ
ス
の
文
字
を
A
〜 

E
の
順
に

並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
何
で
し
ょ
う
か
？

1
9
9
3
年
に
チ
ェ
コ
と
分
離
し
た
国

そ
の
日
に
あ
っ
た
こ
と
な
ど
を
書
き
留
め
ま
す

プ
レ
ゼ
ン
ト
に
掛
け
て
結
び
ま
す

彼
の
実
力
は
未
知
○
○
だ

和
・
○
○
・
中
と
そ
ろ
っ
た
バ
イ
キ
ン
グ
料
理

ア
ジ
サ
イ
に
似
合
い
そ
う
な
生
き
物

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
の
選
手
が
狙
い
を
定
め
る
も
の

食
べ
物
が
入
っ
た
り
言
葉
が
出
た
り

日
差
し
か
ら
頭
を
守
る
た
め
に
か
ぶ
り
ま
す

ア
ン
ダ
ー
○
○
の
右
腕
投
手

家
族
だ
け
、
内
輪
だ
け
で
他
人
は
い
ま
せ
ん

■■■■■■■■■■■268915 1118 16 102021

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

ウィンブルドンで行われる大会がよく知られるスポーツ
油断も○○もない
胃のＸ線検査のために○○を飲んだ
地球○○で環境問題を考える
アプリコットともいう果実
次の駅には止まらず○○します
帆に風を受けて進みます
仏作って○○入れず
海路、空路ではなく地上を行きます
開くと花が咲きます
牛乳を発酵させて作ります
鳴門海峡には巨大なものが発生します
ちりんちりんと鳴ります ★締切日

　6月12日（木）消印有効

★抽選で10名様に
　「西瓜」をプレゼントいたします。

答
え

イ
ラ
ス
ト
や
ひ
と
こ
と
、

　
　
　

リ
ク
エ
ス
ト
、
感
想
な
ど

郵　
便　

は　
が　

き

切手

企
画
管
理
課 

行

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

　
　
　
　
　
　

電
話
番
号

越
前
た
け
ふ
農
業
協
同
組
合

9 1
5 0 8 1

1

越
前
市
本
多
二
丁
目
十
ー
二
十
二

※景品は本店での受け渡しとなります。予めご了承ください。
※収集した個人情報については、当JAで厳重に管理し、他の用途には使用しません。
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牡牛座
4/20～5/20

双子座
5/21～6/21
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【全体運】コミュニケーション能力が
上向いています。初対面の相手とも
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【幸運を呼ぶ食べ物】カワハギ
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しいことを始めて。ドライブもお勧め
【健康運】目立った問題はなく快調に
過ごせそう
【幸運を呼ぶ食べ物】赤シソ

【全体運】気分のむらが生じやすいの
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【全体運】物事を深刻に受け止めや
すいかも。ちょっとした冗談を真に受
けないように。リラックスするには足湯
が効果的
【健康運】食生活が乱れそう。食事を
抜くのはNG
【幸運を呼ぶ食べ物】ミョウガ

獅子座
7/23～8/22

乙女座
8/23～9/22

天秤座
9/23～10/23

蠍座
10/24～11/22

【全体運】いろいろなことに意識が分
散しがち。一つの作業に打ち込んで。
集中力アップには、軽いウオーキング
が有効
【健康運】同じ姿勢のキープは厳禁。
適度に動いて
【幸運を呼ぶ食べ物】車エビ

【全体運】神経質になりやすく周囲と
もめる原因に。おおらかさを前面に出
して。気分を変えるには読書が一押し
です
【健康運】プレッシャーを感じる傾向
大。深呼吸を
【幸運を呼ぶ食べ物】ジャガイモ

【全体運】楽しいことに縁あり。レジャ
ーや飲み会などに誘われたら気軽に
参加して。話題のプレイスポットにも
幸運が
【健康運】理想体形を目指す好機。
楽しくできそう
【幸運を呼ぶ食べ物】ビワ

【全体運】感情コントロールが難しい
みたい。すぐ言いたいことを口にせ
ず、一呼吸置いて。つきを呼ぶには掃
除が最適
【健康運】運動不足になりやすいの
で、ぜひ外出を
【幸運を呼ぶ食べ物】カマス

射手座
11/23～12/21

山羊座
12/22～1/19

水瓶座
1/20～2/18

魚座
2/19～3/20

４月号の解答

応募総数69通　正解数69通

先月号の答えは
「コイノボリ」
　　　　 でした。

飯田冨美子（村国）
伊吹　則子（北小山）
青木　保枝（糠）
山田　澄江（四郎丸）
坂田　富子（菖蒲谷）

田中　正則（塚原）
谷口　享子（日野）
谷口　聡子（池ノ上）
直井　一枝（余田）
藤木　伸子（奥野々）
　　　　　　（敬称略）

４月号の当選者

小林千代治（家久）

坂口由里子（文京）

1
2
3
4
5
7
10
12
13
14
17
19
20

今月の表紙モデルさんです。
高木

　塚　崎　陽　月 ちゃん（2歳）
ひ づ き

お子さん・お孫さんの写真で「かがやき」 の表紙を
飾ってみませんか？ 管内在住の組合員の方なら、どなたでもＯＫ。

季節風景や地区行事等を背景に撮影します。

お申し込み・お問い合わせは、企画管理課までお願いいたします。
Eメール：kikaku@etakefu.ja-fukui.or.jp　TEL：２１－２６００

表紙モデルを大募集!!

★ひいおじいちゃん（塚崎嘉治さん）から陽月ちゃんへ

4世代の天神様と五月人形

やんちゃで活発、

食欲旺盛な陽月ちゃん。

元気な子に育ってくださいね。
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赤
　

坂
　

山
田
　

京
子

矢
　

船
　

小
泉
　

匡
功

東
大
道
　

中
村
　

良
子

東
千
福
　

水
上
　

康
男

阿
久
和
　

赤
澤
久
兵
衛

ピ
カ
ピ
カ
の
春
を
丸
め
し
泥
だ
ん
ご

嫁
ぎ
来
し
そ
の
日
と
同
じ
花
大
根

飽
食
の
世
に
在
り
野
菜
種
を
蒔
く

繰
り
返
す
試
着
ル
ー
ム
や
春
動
く

好
き
嫌
ひ
言
は
ず
八
十
路
の
根
深
汁

東
大
道
　

布
川
ひ
ろ
し

五
分
市
　

中
村
　

信
二

矢
　

放
　

前
田
　

絹
代

大
　

虫
　

谷
上
百
合
子

村
　

国
　

久
野
　

敬
子

中
平
吹
　

小
島
　

由
起

上
太
田
　

関
本
　

邦
夫

今
　

庄
　

加
藤
　
　

毅

上
平
吹
　

近
藤
　

子
鼠

国
　

高
　

斎
藤
　

幸
子

真
　

柄
　

牧
田
　

弘
子

村
　

国
　

湊
　
　

明
子

西
　

尾
　

中
西
百
合
子

富
士
見
が
丘
　

佐
々
木
規
予

村
　

国
　

土
本
小
夜
子

家
　

久
　

安
川
　

浩
江

戸
　

谷
　

林
　
　

義
昭

安
養
寺
　

吉
田
　
　

弘

押
　

田
　

三
好
　

友
子

中
新
庄
　

田
地
　

靖
子

三
ツ
屋
　

尾
形
美
智
枝

上
太
田
　

小
川
　

竹
泉 

選
　

者
　

小
山
　

柴
門

桃
苗
木
実
を
見
る
ま
で
は
生
く
つ
も
り

走
り
茶
や
急
須
一
滴
ま
で
絞
り

時
と
し
て
魔
性
隠
し
の
春
シ
ョ
ー
ル

う
ら
ら
か
や
湖
割
つ
て
出
る
遊
覧
船

路
地
を
行
く
子
等
の
ス
キ
ッ
プ
花
の
風

薄
れ
ゆ
く
俤
追
ひ
し
春
野
か
な

碁
敵
の
今
日
も
顔
見
ず
春
の
宵

春
蘭
の
ひ
そ
か
な
咲
み
の
プ
レ
リ
ュ
ー
ド

控
へ
目
が
ひ
か
へ
目
が
良
し
著
莪
の
花

花
の
雨
思
ひ
も
寄
ら
ぬ
美
濃
の
旅

話
す
だ
け
話
し
て
帰
る
月
朧

手
の
ひ
ら
に
残
る
潤
ひ
桜
餅

筍
の
や
は
ら
か
き
身
に
刃
を
入
れ
る

花
筏
乱
さ
ず
く
ぐ
る
稚
魚
の
群

連
立
ち
て
誉
め
合
ふ
て
ゐ
る
花
衣

八
重
桜
小
さ
き
祠
を
ふ
と
こ
ろ
に

花
の
下
鎖
場
下
り
る
遍
路
道

か
わ
む
つ
の
動
き
素
早
し
猫
柳

春
め
く
や
手
足
の
軽
さ
自
づ
か
ら

花
活
け
て
欠
け
た
る
茶
碗
生
き
返
る

春
の
風
首
に
さ
ら
さ
ら
こ
そ
ば
ゆ
い

山
笑
ふ
出
掛
け
る
度
に
忘
れ
も
の

法
身
の
胸
騒
が
せ
る
花
吹
雪

し
ゅ

え

お
も
か
げ

畑
　
　

西
　

山
　
　
　

勇

評
）
畑
は
ま
だ
涼
し
い
の
だ
ろ
う
、
そ
れ
で
も
体
を
動
か
し
て
い
る
と
暖
か
く
な
る
。

上
句
の
具
体
的
な
言
い
方
が
良
い
、
春
の
よ
ろ
こ
び
が
出
て
い
る
。「
も
」
の
使
い
方

も
効
い
て
い
る
。

　
　

　
　
　

糠
　
　
　

大
　

下
　

眞
理
子

中
新
庄
　
　

古
　

川
　

時
　

江

西
大
道
　
　

加
　

藤
　

文
　

代

松
　

森
　
　

土
井
内
　

茂
　

子

土
　

山
　
　

内
　

上
　

照
　

子

上
　

野
　
　

笛
　

吹
　

定
　

子

　

糠
　
　
　

大
　

下
　
　
　

彰

東
大
道
　
　

布
　

川
　

ひ
ろ
し

西
　

尾
　
　

河
　

端
　

幸
　

三

安
養
寺
　
　

吉
　

田
　
　
　

弘

国
　

兼
　
　

高
　

井
　

裕
　

美

選
　

者
　
　

市
　

村
　

善
　

郎

藤
咲
き
て
源
氏
の
恋
の
物
語
り
雅
び
の
世
界
に
式
部
が
誘
う

十
町
歩
超
ゆ
る
農
継
ぐ
青
年
の
田
植
始
め
る
姿
頼
も
し

本
箱
の
隅
に
見
つ
け
し
日
記
帳
五
年
生
の
息
子
に
会
え
た
り

五
月
晴
の
空
に
輪
を
か
く
観
覧
車
笑
顔
満
載
け
ふ
子
供
の
日

鳥
の
囀
る
谷
地
田
に
夫
と
水
を
引
く
継
ぐ
者
無
か
り
し
い
そ
と
せ
を
思
ふ

庭
に
咲
き
し
八
重
の
桜
の
花
吹
雪
見
に
来
し
児
ら
も
初
老
と
な
り
ぬ

地
に
出
づ
る
そ
れ
を
待
た
ず
に
筍
を
猪
穴
掘
り
吾
に
与
え
ず

春
の
暮
主
を
失
な
ひ
し
農
舎
に
は
種
物
袋
あ
ま
た
吊
る
さ
れ

春
雨
は
松
葉
の
先
に
水
の
玉
朝
日
を
浴
び
て
七
色
ダ
イ
ヤ
に

猫
柳
花
穂
を
潤
す
水
玉
の
朝
日
を
受
け
て
虹
を
宿
せ
り

草
木
萌
え
女
系
家
族
の
だ
ん
ら
ん
に
亡
き
父
も
ま
だ
こ
こ
に
居
る
よ
な

灯
の
い
ろ
の
明
る
き
バ
ラ
を
頂
き
て
二
十
日
あ
ま
り
を
わ
が
豊
か
な
り

作
業
服
立
杭
に
掛
け
畑
を
打
つ

　
　
　
　
　

風
さ
わ
や
か
に
う
ぐ
い
す
も
鳴
く

連
載
第
1
6
6
回

ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
展
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
エ
ッ

シ
ャ
ー
な
ど
の
、
だ
ま
し
絵
な
ど
が
展
示
し
て
あ
る

が
、
こ
こ
の
中
央
の
四
角
形
の
部
分
は
、
じ
つ
に
複
雑

な
形
を
し
て
い
る
。
よ
く
よ
く
見
れ
ば
台
形
の
鉄
板
葺

き
な
の
だ
が
、
雪
の
滑
り
止
め
が
斜
め
に
取
り
付
け
ら

れ
て
い
た
り
、
鉄
板
そ
の
も
の
も
次
第
に
斜
め
に
葺
い

て
あ
る
。
さ
ら
に
は
横
の
雨
樋
も
微
妙
に
斜
め
に
な
っ

て
い
て
、
見
れ
ば
見
る
ほ
ど
平
衡
感
覚
が
お
か
し
く

な
っ
て
く
る
。
さ
ら
に
よ
く
見
る
と
、
右
側
の
三
角
部

分
も
垂
直
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
雪
が
ス
ム
ー
ズ
に
滑

り
落
ち
る
よ
う
に
、
ま
た
雨
漏
り
防
止
の
意
味
も
あ
っ

て
、
こ
の
よ
う
な
形
態
に
落
ち
着
い
た
の
だ
ろ
う
が
、

な
か
な
か
興
味
深
い
よ
ね
。
（
つ
づ
く
）

山
野
が
美
し
い
み
ど
り
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
み
ど
り

に
も
色
々
あ
り
一
年
に
一
度

の
楽
し
い
季
節
で
す
。

八
飯
　

沢
崎
　

澄
子

コーナーおたより

選
評
　

掲
句
、
た
だ
単
に
風
の
中
の
落

花
を
言
い
た
い
だ
け
で
無
さ
そ
う
。
作

者
の
底
流
に
あ
る
も
の
を
、
解
っ
た
か

の
よ
う
に
言
え
な
い
が
、
一
切
の
も
の

は
生
ま
れ
て
絶
え
ず
変
化
し
て
ゆ
く
、

生
生
流
転
を
身
近
に
意
識
し
た
時
、
な

の
で
は
と
思
う
。
誰
も
一
陣
の
風
を
見

た
人
は
い
な
い
、
花
を
散
ら
し
た
、
樹

木
を
揺
ら
し
た
、
青
田
を
渡
っ
た
、
そ

の
動
き
現
象
を
以
っ
て
風
を
見
た
と
思

う
の
み
。
こ
の
句
に
作
者
の
無
常
観
が

に
じ
む
。

富
士
見
が
丘
　

山
内
ミ
チ
子

孫
が
保
育
園
で
こ
い
の
ぼ
り
を

作
っ
て
い
ま
す
。
先
生
の
連
絡
帳

で
一
生
懸
命
嬉
し
そ
う
に
作
っ
て

い
る
様
子
が
め
に
う
か
び
ま
す
。

家
に
も
っ
て
帰
り
見
せ
て
く
れ
る

日
を
楽
し
み
に
待
っ
て
ま
す
。

清
水
頭
　

紙
屋
　

一
美

い
よ
い
よ
、
又
田
ん
ぼ
の

季
節
が
来
ま
し
た
ね
。
今

年
は
足
が
痛
く
て
歩
く
の

も
や
っ
と
。
二
月
頃
に
は
田

ん
ぼ
で
き
な
い
か
な
と
思
っ

て
ま
し
た
。
で
も
や
る
し
か

な
い
。

妻
も
膝
、
腰
が
痛
く
て

こ
ま
っ
て
ま
す
。
で
も
何
も

せ
ん
わ
け
に
行
か
ず
毎
日

痛
い
足
で
頑
張
っ
て
ま
す
。

中
山
　

内
山
　

久
信

エダマメの梅ご飯

1人分316kcal

■作り方■材料（4人分）
①米をといで炊飯器に入れ、分量の水に30分以上漬け

ます。 Ａの調味料と梅干しを丸ごと加えて混ぜ、ご飯を

炊きます。

②エダマメは塩小さじ1/2（材料外）をよくもみ込んでか

ら、熱湯で4～5分ゆでます。さやから豆を取り出します。

③ご飯が炊き上がったら、梅干しの種を除いて果肉をち

ぎり、ご飯に混ぜます。食べる直前にエダマメといりご

まを加えて、全体に混ぜます（おむすびにもお薦めで

す）。

米……………………………

水……………………………………………

梅干し…………………………………

　 酒………………………………………

　 塩……………………………………

　 しょうゆ………………………………

エダマメ（さや付き）…………………………

いりごま（白）………………………………

米用カップ2（300g）

400ml

1個（20g）

大さじ1

小さじ1/4

小さじ1

150g

大さじ2

調理時間 20分

A

※浸水・炊飯時間は除く

　

前
四
月
号
「
か
が
や
き
」
の
「
み
の
り
俳
壇
」

で
の
特
選
句
に
つ
き
、
識
者
よ
り
、
虚
子
の
句

に
酷
似
し
て
い
る
旨
、
指
摘
が
有
り
、
選
者
も

確
認
致
し
ま
し
た
が
、
確
か
に
漢
字
二
文
字
の

違
い
の
み
で
し
た
。
不
見
識
を
お
詫
び
し
、
特

選
句
を
取
消
し
と
致
し
ま
す
。
因
に
虚
子
の
句

を
掲
げ
て
み
ま
す
。

「
眼
つ
む
れ
ば
若
き
我
あ
り
春
の
宵
」小

山
柴
門

　
　

作
品
締
切
：
６
月
５
日
必
着
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澤
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蒔
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嫌
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絞
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と
し
て
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性
隠
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ル
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ら
ら
か
や
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出
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遊
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路
地
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行
く
子
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の
ス
キ
ッ
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風
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ゆ
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俤
追
ひ
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春
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か
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碁
敵
の
今
日
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見
ず
春
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春
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ひ
そ
か
な
咲
み
の
プ
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リ
ュ
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控
へ
目
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ひ
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へ
目
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良
し
著
莪
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花

花
の
雨
思
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寄
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濃
の
旅

話
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だ
け
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帰
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朧

手
の
ひ
ら
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残
る
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桜
餅
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や
は
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か
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れ
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花
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ず
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ぐ
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ち
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誉
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ふ
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ゐ
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八
重
桜
小
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下
り
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遍
路
道

か
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む
つ
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づ
か
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返
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掛
け
る
度
に
忘
れ
も
の

法
身
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胸
騒
が
せ
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花
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お
も
か
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畑
　
　

西
　

山
　
　
　

勇

評
）
畑
は
ま
だ
涼
し
い
の
だ
ろ
う
、
そ
れ
で
も
体
を
動
か
し
て
い
る
と
暖
か
く
な
る
。

上
句
の
具
体
的
な
言
い
方
が
良
い
、
春
の
よ
ろ
こ
び
が
出
て
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る
。「
も
」
の
使
い
方

も
効
い
て
い
る
。
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語
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雅
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誘
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ゆ
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農
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ぐ
青
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も
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本
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の
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つ
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記
帳
五
年
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息
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会
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五
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か
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観
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囀
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そ
と
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庭
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咲
き
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八
重
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花
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来
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児
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初
老
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な
り
ぬ

地
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出
づ
る
そ
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を
待
た
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筍
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猪
穴
掘
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吾
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与
え
ず

春
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暮
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を
失
な
ひ
し
農
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は
種
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あ
ま
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吊
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春
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は
松
葉
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先
に
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玉
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び
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ダ
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猫
柳
花
穂
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潤
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水
玉
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萌
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だ
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台
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。
さ
ら
に
は
横
の
雨
樋
も
微
妙
に
斜
め
に
な
っ

て
い
て
、
見
れ
ば
見
る
ほ
ど
平
衡
感
覚
が
お
か
し
く

な
っ
て
く
る
。
さ
ら
に
よ
く
見
る
と
、
右
側
の
三
角
部

分
も
垂
直
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
雪
が
ス
ム
ー
ズ
に
滑

り
落
ち
る
よ
う
に
、
ま
た
雨
漏
り
防
止
の
意
味
も
あ
っ

て
、
こ
の
よ
う
な
形
態
に
落
ち
着
い
た
の
だ
ろ
う
が
、

な
か
な
か
興
味
深
い
よ
ね
。
（
つ
づ
く
）

山
野
が
美
し
い
み
ど
り
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
み
ど
り

に
も
色
々
あ
り
一
年
に
一
度

の
楽
し
い
季
節
で
す
。

八
飯
　

沢
崎
　

澄
子

コーナーおたより

選
評
　

掲
句
、
た
だ
単
に
風
の
中
の
落

花
を
言
い
た
い
だ
け
で
無
さ
そ
う
。
作

者
の
底
流
に
あ
る
も
の
を
、
解
っ
た
か

の
よ
う
に
言
え
な
い
が
、
一
切
の
も
の

は
生
ま
れ
て
絶
え
ず
変
化
し
て
ゆ
く
、

生
生
流
転
を
身
近
に
意
識
し
た
時
、
な

の
で
は
と
思
う
。
誰
も
一
陣
の
風
を
見

た
人
は
い
な
い
、
花
を
散
ら
し
た
、
樹

木
を
揺
ら
し
た
、
青
田
を
渡
っ
た
、
そ

の
動
き
現
象
を
以
っ
て
風
を
見
た
と
思

う
の
み
。
こ
の
句
に
作
者
の
無
常
観
が

に
じ
む
。

富
士
見
が
丘
　

山
内
ミ
チ
子

孫
が
保
育
園
で
こ
い
の
ぼ
り
を

作
っ
て
い
ま
す
。
先
生
の
連
絡
帳

で
一
生
懸
命
嬉
し
そ
う
に
作
っ
て

い
る
様
子
が
め
に
う
か
び
ま
す
。

家
に
も
っ
て
帰
り
見
せ
て
く
れ
る

日
を
楽
し
み
に
待
っ
て
ま
す
。

清
水
頭
　

紙
屋
　

一
美

い
よ
い
よ
、
又
田
ん
ぼ
の

季
節
が
来
ま
し
た
ね
。
今

年
は
足
が
痛
く
て
歩
く
の

も
や
っ
と
。
二
月
頃
に
は
田

ん
ぼ
で
き
な
い
か
な
と
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毎
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。
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炊きます。
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JA Calendar ※毎週火曜日は税務相談会：営農センター1階 午前１０時～午後４時

健康相談会の開催
日時：6月18日（水）10：00～12：00
場所：コープたけふ平出店 たい焼きコーナー横
内容：熱中症予防のための家庭での過ごし方や屋外作業時の
　　　注意点等について説明します。

今月のおすすめ野菜：トマト

［参加された方への特典！］
○１～12月までの期間中６回以上参加された方には、コープたけふ平出店より500
円分のお買い物券をプレゼントさせて頂きます。（12月の時にお渡しします。）

○お買い物の機会を利用し、ご自分の健康チェックを行いましょう。
　お待ちしております。 コープたけふ平出店・ＪＡ越前たけふ・ＪＡ福井県厚生連

★今月のテーマ★

マイカーローン  マイカーローン  マイカーローン  

新 金 利 商 品 住 宅 関 連 商 品

1.20%

2.10%

2.50%

3.10%

《詳しいお問い合せはローンセンター・JA各支店まで》

6 月 の 金 利

軽減金利（上記の金利より）
給与振込・年金振込・公共料金・プレミア付定期積金・JAより購入
などのご利用に応じて金利を軽減いたします。（最大で1.45％まで）

※福井県農業信用基金協会債務保証利用可。（保証料  年0.20～0.35%）

※但し、6月14日金利見直しあり

※但し、下記の特約を選択できます。

特約期間3年

〃　 5年

〃  10年

変動金利型（年2回見直し）

16年目以降（固定）

固
定
金
利
特
約

適用金利

適用金利

住宅ローン とくとくプラン（新築、借換対応）

住宅資金 あんしんプラン
（新築、増改築（リフォーム）、借換対応）

「好評につき今年も実施中」

農 業 資 金 の ご 案 内

農業普通
資金

地域農業
応援資金

乾　燥　機（7年以内）
トラクター（7年以内）
コンバイン（7年以内）
農　　　舎（15年以内）

（認定農業者または、集落営農組織）
対象者

用途同上

0.50%～2.50%
（変　動）

（固　定）

年

0.70%
1.00%

年
5年以内

10年以内

（固定金利選択型）

（長期固定金利型）

（最高引き下げ後の金利）

年

2.40%年

当初５年間（固定） 1.00%年

６年目以降（固定） 1.60%年

年

年

年

0.90%

1.30%

1.45%

→年

→年

→年

（但し、金利軽減はありません。）

※福井県農業信用基金協会の保証を付保（年0.4％）

資　　金　　名 適用金利

（教育資金） （固　定）

0.50%～1.00%
（固　定）

※福井県農業信用基金協会の保証を付保（年0.9％の保証料）

車の
購入資金に

年 

資　　金　　名 適用金利

教育ローン教育ローン

※福井県農業信用基金協会の保証を付保（年1.0％の保証料）

お子様の
大学・高校入学等の
教育費用に

1.00%年 

資　　金　　名 適用金利

教育ローン 

熱中症予防のための生活術

【チェック】ご自宅のみそ汁を持ってきて頂ければ、塩分濃度を測定します。
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「農・食・遊」
ふれあい祭

使用済農業用生産
資材回収
年金相談会
（中央支店）

全員外務日

「農・食・遊」
ふれあい祭
ＪＡ年金受給感謝
大会

健康相談の日新嘗祭献穀粟事業
播種式

第55回理事会
コープ武生取締役会

年金相談会
（東部支店）

父の日

年金相談会
（王子保支店）

石原詢子歌謡ショー
宗生流剣詩舞道会  剣舞
石原詢子歌謡ショー
宗生流剣詩舞道会  剣舞

平成26年度 JA年金受給感謝大会

と　き：平成２６年６月７日（土）
１回目　午前 ９：３０～
２回目　午後 １：３０～

ところ：菊人形会場内の大劇場
　　　　（越前市文化センター中ホール）
　　　

2日間限り2日間限り

20142014

王子保給油所
今　庄給油所

6/7（土）
のみ営業33 ガソリン・軽油

店頭表示価格より

J倶楽部会員様

3さらに見 本見 本

フレンドリー給油券ご使用にて

※割引券1枚に付き、自動車1台満タンまで

有効期限：発行日より1ヶ月以内有効期限：発行日より1ヶ月以内
ご利用
給油所
発行元/コープたけふ平出店・コープたけふ南条店・コープたけふみどり館

Ｊ倶楽部カードの割引
との併用もできます。

発　行　日

JA平出給油所・JA王子保給油所
JA国高給油所・JA南条給油所・JA今庄給油所

／　  引券1　当り
円

/

５５ガソリンガソリン
軽　油軽　油

見 本見 本 円/ℓ引！！
さらに5

ふれあい祭

　
平成２６年５月１日付人 事 異 動

副参事　総務部部長兼務　審査部部長兼務
㈱コープ武生　総務部部長兼務　店舗部部長兼務
福井県ジェイエイ酒販㈱担当

㈱コープ武生出向　参事待遇　生活部部長

土 本 俊 三

山 西 　 実

副参事　総務部部長兼務　審査部部長兼務

㈱コープ武生出向　参事待遇　総務部部長
店舗部部長兼務　福井県ジェイエイ酒販㈱担当

【 参　事　級 】

新　　任 氏　名 旧　　任
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JA Calendar ※毎週火曜日は税務相談会：営農センター1階 午前１０時～午後４時

健康相談会の開催
日時：6月18日（水）10：00～12：00
場所：コープたけふ平出店 たい焼きコーナー横
内容：熱中症予防のための家庭での過ごし方や屋外作業時の
　　　注意点等について説明します。
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［参加された方への特典！］
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円分のお買い物券をプレゼントさせて頂きます。（12月の時にお渡しします。）

○お買い物の機会を利用し、ご自分の健康チェックを行いましょう。
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地 域 に 広 が り ・ 地 域 に 根 づ く ・ 拓 か れ た Ｊ Ａ地 域 に 広 が り ・ 地 域 に 根 づ く ・ 拓 か れ た Ｊ Ａ

平成26年

ふれあい祭
6月7日土 8日日
午前9：30～午後5：00

と　き 武生中央公園一円ところ 共催 ＪＡ越前たけふ
　　 (株)コープ武生

協賛 福井県民生協
協同組合ハニー

7 8 開催

7 8
「越前しきぶ姫」

ところ：越前市文化センター

■１回目 午前9：30～
■２回目 午後1：30～

JA年金受給感謝大会

観覧無料

烈車戦隊
トッキュウジャー
ショー

■１回目 午前11：00～
■２回目 午後  3：30～

■午前9：30～午後1：25

■午後2：50～

伍代夏子
歌謡ショー
伍代夏子
歌謡ショー

50周年特別企画
ビンゴ大会開催!!

お楽しみ賞品が
もりだくさん!!

石原詢子ショー石原詢子ショー

遊具運行時間：午前10
：00～午後4：00

観覧無料

©やなせたかし／フレーベル館・TMS・NTV

それいけ！
アンパンマン ｼｮｰ

■１回目 午後1：25～
■２回目 午後3：35～
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